
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日 月 火 水 木 金 土 

     １ 

 休館日 

  ２   ３育児相談あり 

ブックスタート 

 ４ 新刊受入    ５ 

 

  ６ 

11 時～おはなし会 

  ７   ８ 

休館日 

  ９ 

 

 １０  １１ 新刊受入 

 

 １２ 

 

 １３ 

11 時～おはなし会 

１４ 11 時～ 

北野シネマ館 

1５ 

休館日 

１６ 

 

１７  １８ 新刊受入 

 

１９ 

 

２０ 

11 時～おはなし会 

２１ 

 

２２ 

休館日 

２３ 

 

２４ 

 

２５ 新刊受入 

館内整理日 

２６11時～ 

ととけっこう  

２７ 

11 時～おはなし会 

２８ ２９ 

休館日 

３０ 

 

    

北野図書館 
（コスモすまいる北野内） 
〒830-1113 久留米市北
野町中 3253 
電 話 ： 0942-23-1151  
ＦＡＸ  ：  0942-23-1155 
 

久留米市立 
中央図書館 
ホームページ 

２０２５年度  ９月号 

北野図書館 

９月予定 開館時間（火～日）１０：００～１８：００ 

休館日：月曜日、第４木曜日、年末年始 

※ 北野図書館におけるブックスタートは、第１水曜日 13:30～14:30 で育児相談ありです。予約不要で、

直接会場へお越しください。 
 

【９月北野シネマ館（こども向け）】 
と き：９月２１日（日） 1１:00～1２:０５  開場は開始時間の 20 分前です。 

ところ：コスモすまいる北野 視聴覚室 

内 容：『映画すみっコぐらし 青い月夜のまほうのコ』 

 キャンプに出かけていたすみっコたちは、「5 年に 1 度おとずれる青い大満月の夜に、魔法使いたちが町に

やってきて、夢を叶えてくれる」伝説を信じていた。伝説通り、魔法使いの 5 人きょうだいが舞い下りてきて、

町はまるでパーティー会場のよう。やがて楽しい夜が終わり、月へと帰っていく魔法使いたち。そこにはなぜ

か・・たぴおかの姿が！？魔法使いの末っ子の「ふぁいぶ」と間違えて連れていかれてしまって・・？ 

申込み：不要 （定員１５名程度 先着順） 

 

【９月 特設展示】 
＜一般向け＞  

『認知症 アルツハイマーについて』『小泉 八雲とその時代』 

『久留米関連本』『９月１５日は関ケ原合戦の日 西 VS 東』 

＜Y A 向け＞  

推しの本～中学生のおすすめ本 

＜児童向け＞  

『秋の絵本』 『おばあちゃん おじいちゃんいつもありがとう』 

 



『いっぽんのき』 

塩野 米松／作 

松本 春野／絵 

（農山漁村文化協会） 

街の公園に残っていた１本の木。その木の下

で出会ったはじめちゃんとおばあちゃんは、１匹

のセミを見つける。 

「塩野米松のいのちわくわくおはなし絵本」 

シリーズ。 

 備えあれば患いなしというけれど、なにから

準備すればいいのか…。 

あなたに最適の防災リュックを作るための

指南書。災害時に役立つ防災グッズを、ジャ

ンル別に豊富な写真で紹介。 

  

 

どういうつながりかな？ 

「月とすっぽん」や「カミナリとキノコ」など、 

２つの物のつながりやそこから生まれた疑問

について解説する。つながりのクイズも紹介。 

 

 

 

 

 

 

    ８月８日に、北野図書館で小学生一日図書館員「図書館マスター」を実施しました。 

本の貸出や返却だけでなく、OPAC（図書館の本を調べる機械）や電子図書館の使い方を学び、 

おすすめ本の紹介 POPも作りました。 

   みなさんも「図書館マスター」のように図書館のいろいろな利用サービスの達人になりませんか？ 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

  

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

新刊
しんかん

案内
あんない

  貸
かし

出中
だしちゅう

の本
ほん

は予約
よ や く

できます！ 

児童書 

 

絵 本 

 

『サイレントシンガー』 

小川 洋子／著 

（文藝春秋） 

『しらべるつながりのずかん』 

おかべ たかし／作 

やまで たかし／写真 

（東京書籍） 

 

（ 講 談 社 ）

 

一般書 

 
『防災リュック  

はじめて BOOK』 

高荷 智也／著  

（徳間書店） 

一般書 

 

図書館マスターを実施しました 

 

 

 

内気な人々が指文字を使って会話する「アカ

シアの野辺」で育ったリリカ。やがて彼女は

歌うことを覚え、その歌声がリリカの人生を

動かし始める。著者６年ぶりの長編小説。 

 


